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　資源多消費型の高度成長経済は、物質的には生活の利便性・

快適性を向上させてきましたが、
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本社環境管理担当部門（地球環境室）�

最高環境管理統括者　�
執行役員�

三原　修二� 第4次基本

計画は着実に実行されており、2004年度も引き続き社会

的信頼性の高い、持続可能な企業を目指し、以下の重点

項目に向かって活動を展開していきたいと考えています。�

�

●

川重グループ内関連会社の環境管理システム（EMS）構築拡大�

●経営への環境影響度把握に有効な環境データの一元

　管理システム導入�

●廃棄物抑制と再資源化活動推進：全工場ゼロ・エミッション達成�

●有害化学物質の使用削減計画策定　�
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環境配慮製品�
当社は、の経験を踏まえながら新しい発想を取∬









環境配慮製品�

環境保全製品への取り組み�

環
境
配
慮
製
品�



��







環境配慮生産�
2003年度は全12工場中7工場でゼロエミッションを達成しました。�

今後は、省エネルギーと温室効果ガス削減、
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